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子どものウソは「嘘」か？ 

 子どものウソは本当に「嘘」なのだろうか？子どもは他人をだますことができるのであろう

か？ウソはいつから「嘘」になるのか？これまで正面からこの問題を取り上げた研究はない。

本稿では、嘘やだましの発達について、嘘やだましの基底にある認知のメカニズムから考察し、

これらの問いに答えたい。想起過程で起こる歪曲や加工作用が、いわゆる「嘘」をもたらす原

因であり、情報処理のリソース（注意のスパン）が、意図的な「嘘」や「だまし」の産出を支

えていることを見ていく。注意のスパンの小さな幼児期中期頃までは、相手の視点に立って相

手の意図を推測することは難しいこと、従って、子どもが相手の意図を裏切ってだましたり、

自分の身を守るために相手の目を欺いて嘘をついたりするわけではないことを論考する。論考

の帰結は、“子どものウソは大人が「嘘」にしてしまう”のである。幼児期の認知発達と想起の

メカニズムに基づき、現実と虚構の区別や、ウソとは知らずに想起の誤りから嘘を方略的に使

って相手を騙す段階までの発達過程について、実験研究や観察研究によって検証する。 

 第１に、嘘とだましは記憶の歪みによって生ずること。第２に、記憶を歪ませる会話のから

くりはどのようなものかを探る。第３に、会話や語りの過程に現実とは異なる虚構性、即ちウ

ソが含まれてしまうからくりについて論考を進め、子どものウソは「嘘」ではないことを結論

として導き出す。ウソを嘘に変えるのは大人たちの「しわざ」である。大人が想起のからくり

を知らず、会話に潜むウソ出現のからくりを知らず、自分の基準で子どもを見てしまう。子ど

もの心身の発達の視点に立ったかかわりをしないことから、子どものウソは「嘘」になるので

ある。誰しもわが子が嘘つきや他人をだまして自分勝手な欲求を満たそうとするのは我慢なら

ないに違いない。しかし、その我慢ならない行為に走らせるのは大人自身なのだ。 

 幼い頃から、身近な大人たちによって、「嘘ついた」となじられ、「だましたな」と非難さ

れてきた子どもは、幼児期の終わりには、戦略的に「嘘」をつき、他人を意図的に「だます」

ようになるのである。乳幼児期、とくに自我が芽生える２歳代から、親に認められ、承認され、何

よりも愛されて育った子どもは、決して嘘をつかないし他人をだましたりしない。ウソが嘘に転化

するのは身近な大人の誤解と悪意に満ちた、子どもへのことばかけと態度なのである。 


